
 

資源化センターでの古紙の受入（自己搬入）終了について 

 

古紙の受け入れ（自己搬入）については、主に事業系ごみの減量・資源化を目的に、焼却施設

である加古川市新クリーンセンターに隣接する資源化センター（平荘町上原）において平成２４年

度から事業を開始し、業務委託により実施しています。この事業は、減量・資源化に必要な事業と

して、これまで一定の利用件数もありましたが、特に焼却施設が高砂市のエコクリーンピアはりま

に移転した令和４年度からは、利用件数が大幅に減少しています。 

このことから、業務委託事業の合理化を図ることが必要と判断し、資源化センターにおける古

紙の受入を、令和９年３月２７日（土）をもって終了しようとするものです。 

 

１．資源化センターの現状について 

開 所 日：月曜日～土曜日（祝日含む）午前 8 時から午後 3 時 30 分まで 

業務内容：①自己搬入古紙の受入、分別、保管、搬出 

②ステーション収集した蛍光灯・電池類・ライターの受入、分別、保管、搬出 

 

２．資源化センターの利用件数及び資源化量について 

 R2 R3 R4 R5 R6 R7 

利用件数 
 

1,133 999 530 401 356 314 

1 日当たりの件数 3.7 3.2 1.7 1.3 1.2 1.0 

資源化量 44 トン 40 トン 14 トン 24 トン 26 トン 21 トン 

※ エコクリーンピアはりまへの燃やすごみの自己搬入は令和４年２月から 

 

３.令和9年度以降の資源化センターについて 

業務内容：ステーション収集した蛍光灯・電池類・ライターの受入、分別、保管、搬出 

※ 上記資源物の収集日のみ業務を行います。（時間帯は調整） 

 

４.古紙の受入終了についての周知方法 

  ・ 資源化センターでの掲示、市ホームページ（10 月予定）等 

  ・ 全戸配布『令和 9 年ごみ・資源物収集日程表』（12 月予定） 

 

５．その他 

市内事業所から発生する機密書類（紙類に限る）の無料での搬入（事前申込制）について

は、従来どおり継続します。（月に１回の指定日） 
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